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本数学オリンピック），JJMO（ジュニア数学オリ

ンピック，中学生以下の数学オリンピック）の予

選がどちらも，12 問３時間で行われる。近年の参

加者数は，JMO が約 5,000 名，JJMO が約 3,000

名であり，予選通過者が建国記念日に行われるそ

れぞれの本選に進み，それぞれ金メダル（JMO は

川井杯も授与），銀メダル，銅メダル，成績優秀者

1．国際数学オリンピックの歴史

　国際数学オリンピックとは 20 才未満の大学教

育を受けていない生徒たちの大会である。1959

年ルーマニアにおいてソビエト連邦と東欧の９カ

国の参加で始まった。1）それ以降年々参加国は増

えていき 1981 年には 27 カ国，1990 年には 54

カ国が参加した。今年はコロナ禍のためリモート

で行われた。2）色々な国の初参加年は，イギリス，

フランスは 1967 年，アメリカは 1974 年，ドイ

ツ（西）は 1977 年，中国は 1985 年，韓国は

1988 年である。

　日本の初参加は 1990 年で先進国の中では一番

遅い参加であった。3）

　筆者はここ 10 数年程度日本数学オリンピック

に評議員，理事，専務理事としてかかわっており，

2010 年カザフスタン大会から派遣役員，2013 年

コロンビア大会，2015 年タイ大会，2019 年イギ

リス大会，2020，2021 年ともに（リモート）ロ

シア大会で団長を務めた。

２．JMO（日本数学オリンピック）と，IMO（国際

数学オリンピック）

　日本数学オリンピックは成人の日に，JMO（日
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1) それぞれの東欧諸国で国内大会はその前から行われており，

1959 年に集まってやることになった。ハンガリーでは「ケマ

ル」という青少年向けの数学雑誌は 100 年以上前からあり，ま

たソビエト連邦では　超一流数学者のコルモゴロフが「クォン

タム」というやはり青少年向けの数学雑誌を作り，大いに青少

年への数学物理教育に影響を与えている。日本では　古くは　

考へ方研究社の「考へ方」での懸賞問題，また現在でも続いて

いる「数学セミナー」の「エレガントな解答をもとむ」，「大学

への数学」の「学力コンテスト」などがそれらに近いものである。
2) 主催国はロシアで 2021 年第 62 回大会の参加国・地域は

107 ヵ国，619 人が参加した。
3) その理由は，当時の文部省の方針はゆとり教育（平等教育）

を進めておりとびぬけた才能を持つ生徒たちの教育には不熱心

だったのではないか？ と聞いている。それゆえ，いわゆる先

進国の中で最も参加が遅れてしまい，外務省から連絡を受け，

1990 年にようやく参加が決まった。その際，協栄生命の創立

者，川井三郎氏（東北大数学科出身のアクチュアリー）には資

金提供も含め大変お世話になった。現在では様変わりし，日本

が参加している科学オリンピックは（数学，情報，物理，化学，

生物，地学，地理）と７つあり，それぞれに JST( 科学技術振

興機構）を通じて補助金をいただいている。中でも日本の中で

の科学オリンピック参加は数学が初で日本における科学オリン

ピックの草分け的存在といえる。
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として JMO が約 20 名，JJMO が約 10 名表彰さ

れる。さらに３月末に行われる最終選抜試験（４

日間）での上位６名が代表選手となり，毎年７月

にある国際数学オリンピック（IMO）に参加する。

また IMO において全参加者のうち１/12 に金メ

ダル，２/12 に銀メダル，３/12 に銅メダルが授

与される。２日間計６問（満点 42 点）で行われ，

６名の合計点数で国別順位も発表される。

　問題はショートリストと呼ばれるあらかじめ選

定された問題集の中から，団長団が議論の末選

び，Ａ（代数），Ｇ（幾何），Ｃ（組合せ），Ｎ（数論) 

の４分野からバランス良く，また１，２，３（２

日目は４，５，６）の順番で難易度がならぶよう

に設定する。4）

3．日本の成績

　強豪国は，中国，アメリカ，ロシア，韓国で，

特に中国は近年 20 年の中で 16 回１位を取ってい

る。

　近年の日本の成績は2009年ドイツ大会で２位，

2010 年カザフスタン大会で７位，2014 年南アフ

リカ大会で５位であったが，その他の年は，2003

年日本大会９位をはじめ 10 位前後から 20 位であ

るといえる。

　実は，大会参加のレギュレーションを見ると日

本には少し不利な点が見受けられるのである。そ

れは意外なようだが「４月入学」である。大会は

かならず７月にあるが，日本の場合は 18 歳の４

月にすでに大学に入学しているので，その７月に

は当然参加できない。諸外国の場合，大学入学は

９月が多いため，７月は高校は卒業しているが，

まだ大学教育を受けていない 20 歳未満なので，

コンテストに参加できるのである。そういう意味

で日本は諸外国と比べて１歳のハンデを背負って

いると言わざるを得ない。

4．今後

　数学オリンピックは過去には 2003 年に日本で

行われたが，大体 20 年周期で開催することになっ

ており，2023 年 7 月に千葉 ( 幕張メッセ ) におい

て国際数学オリンピック日本大会が開かれること

になった。5）筆者は 2023 年第 64 回国際数学オリ

ンピック日本大会実行委員長として，寄付集め 6），

実際の実施検討等に忙しい毎日を現在送っている。

後 2 年で国際数学オリンピック日本大会が行われ

るが，その際には皆さまのご協力を賜りたくよろ

しくお願い申し上げます。

4）もちろん，団長団は，あらかじめ問題を知ることになるので，

代表選手が試験を終えるまで連絡が取れない。
5）2019年はイギリス，2020年 ,2021年はリモートロシア大会，

2022 年はノルウェーにおいて開かれる。
6）外国選手，団長団等の費用は開催国持ちとなり，試算では約

４億円かかる。


